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目　　次市褒賞者に齋藤直文氏
　11月３日にグリーンパレス松安閣で行われた「平成27年

度市表彰式」で、市政の進展に貢献した栄誉をたたえられ

市褒賞者に選ばれた、齋藤直文元市議会議長が表彰され

ました。

　齋藤直文氏は平成７年から23年までの16年にわたって市

議会議員を務め、15年から23年までは市議会議長として議

会運営等に卓越した手腕を

発揮しました。

　表彰が平成24年度に功労

者と褒賞者に区分されてか

ら、褒賞者は26年度まで該

当者がなく、齋藤直文氏が

初めての褒賞者となります。
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黒 石 市 議 会 だ よ り 平成27年12月１日（2）

平成27年第３回定例会は９月３日から18日までの16日間にわたって開かれ、市長提出の４報告・33議
案を、慎重な審議の上、いずれも原案どおり報告・認定・可決いたしました。
また、９月３日に全議員で構成される決算特別委員会が設置され、委員長に大溝雅昭委員、副委員長

に工藤和行委員を選任し、平成26年度一般会計、各特別会計、各財産区会計、各事業会計決算の審査を
行いました。
各議案の議決結果と各会派の賛否一覧は次ページをご覧ください。

平成26年度黒石市一般会計歳入歳出決算認定 討論

反対討論
社会保障と税の一体改革に基づく消費税増税、
そして本格的な社会保障の予算削減が始まった。
一方では企業への減税などにより国民・住民に
対する負担が増えている。そういった状況で、
黒石の予算も編成され、決算となった。
反対の理由として、マイナンバー制度に係る
予算が計上されている点、子ども・子育て支援
新制度が導入された点、生活保護が引き下げら
れた点、ごみ袋の値段が引き下げられていない
点、子供の医療費無料化年齢が引き上げられて
いない点、保育料が是正されていない点が挙げ
られる。

以上のことから決算認定に反対する。

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
クラブ

黒石市民
クラブ

日本
共産党 高佑会 新政会 議決結果

報告第25号 訴えの提起について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

報告第26号 平成26年度における黒石市温泉供給事業特別会計経営健
全化計画の実施状況について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

報告第27号 黒石市財政の平成26年度決算に基づく健全化判断比率につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

報告第28号 黒石市公営企業の平成26年度決算に基づく資金不足比率
について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

第３回定例会の報告と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）

平成27年第３回定例会の概要

この他にも「平成26年度黒石市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について」、「平成26年
度黒石市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について」、「平成26年度黒石市水道事業会計決算認
定について」及び「黒石市個人情報保護条例の一部を改正する条例制定について」においても、反
対・賛成討論がありました。

賛成討論
日本全体の問題である人口減少社会をどう乗
り切っていくのか議論を重ねた上で、国民の総
意ではないかもしれないが社会保障と税の一体
改革、消費税10㌫を国は決定してきた。その流
れの中で、アベノミクス、就職率といった面で成
果をあげている。
黒石市は依存財源で財政運営を行っており、
そういった大変な状況の中にあって、実質収支
は３億2,821万3,000円の黒字、財政調整基金は
減少したものの約7,400万円にとどめることが
できている。これは節度のある財政執行の結果
である。

以上のことから決算認定に賛成する。
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第３回定例会の議決結果と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
クラブ

黒石市民
クラブ

日本
共産党 高佑会 新政会 議決結果

議案第69号 平成26年度黒石市一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ● ○ ○ 認 定
（起立多数）

議案第70号 平成26年度黒石市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について ○ ○ ● ○ ○ 認 定

（起立多数）

議案第71号 平成26年度黒石市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
定について ○ ○ ● ○ ○ 認 定

（起立多数）

議案第72号 平成26年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計歳入歳出決算認
定について ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

議案第73号 平成26年度黒石市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ● ○ ○ 認 定
（起立多数）

議案第74号
〜

議案第78号

平成26年度黒石市観光施設事業特別会計、簡易水道特別
会計、温泉供給事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、
土地取得特別会計歳入歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ 認 定

議案第79号
〜

議案第84号

平成26年度黒石市中川財産区会計、上十川財産区会計、追
子野木財産区会計、温湯財産区会計、袋財産区会計、南中
野財産区会計歳入歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ 認 定

議案第85号 平成26年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計決算認
定について ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

議案第86号 平成26年度黒石市水道事業会計決算認定について ○ ○ ● ○ ○ 認 定
（起立多数）

議案第87号 平成26年度黒石市下水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

議案第88号 黒石市手数料条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ● ○ ○ 原案可決
（起立多数）

議案第89号 黒石市個人情報保護条例の一部を改正する条例制定につ
いて ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

（起立多数）

議案第90号 津軽広域連合規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第91号 弘前圏域定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更す
る協定の締結について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第92号 平成27年度黒石市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第93号 平成27年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算（第１
号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第94号 平成27年度黒石市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第95号 平成27年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第96号 平成27年度黒石市観光施設事業特別会計補正予算（第１
号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第97号 平成27年度黒石市簡易水道特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第98号 平成27年度黒石市温泉供給事業特別会計補正予算（第２
号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第99号 平成27年度黒石市農業集落排水事業特別会計補正予算（第
１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第100号 平成27年度黒石市水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第101号 平成27年度黒石市下水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決



⬘

農
家
所
得
の
向
上
を
考
え
る

と
、
６
次
産
業
の
開
発
は
必
要
不

可
欠
と
感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

市
は
農
家
の
手
助
け
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
進
め
方
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

⬙

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

や
津
軽
み
ら
い
農
業
協
同
組
合
、

食
品
事
業
者
な
ど
を
構
成
員
と
し

た
６
次
産
業
化
推
進
研
究
会
を
立

ち
上
げ
、
や
る
気
の
あ
る
農
林
業

者
や
、
女
性
起
業
家
が
活
躍
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
地
元
農
林
産
物

を
活
用
し
た
差
別
化
が
図
ら
れ
る

付
加
価
値
の
高
い
新
商
品
の
開
発

や
、
販
路
拡
大
の
た
め
、
研
修
会

等
の
開
催
に
よ
り
支
援
体
制
の
確

立
に
努
め
ま
す
。

⬘

６
次
産
業
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
各
地
区
で
勉
強
会
等
を
開

催
し
て
は
ど
う
か
。

⬙

昨
年
度
よ
り
６
次
産
業
化
と

農
商
工
連
携
を
推
進
す
る
た
め
、

食
産
業
促
進
勉
強
会
を
年
２
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
、

各
地
区
に
お
い
て
開
催
し
て
い
る
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
座
談
会
の
際
に

も
、
こ
の
支
援
制
度
等
の
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

旧
大
黒
デ
パ
ー
ト
建
物
に
対

す
る
今
後
の
市
の
考
え
、
対
応
は
。

⬙

空
き
家
、
空
き
店
舗
等
は
所

有
者
等
の
責
任
に
よ
り
適
正
な
管

理
を
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
建
物
の
所
有
者

等
に
は
建
物
の
適
正
管
理
を
求
め

る
文
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加

し
て
い
る
商
工
会
議
所
の
中
心
市

街
地
活
性
化
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
解
決
策
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

⬘

小
・
中
学
校
に
お
け
る
い
じ

め
問
題
の
現
状
把
握
と
対
応
は
。

⬙

す
べ
て
の
学
校
で
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
を
定
め
、
い
じ
め
未

然
防
止
等
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
児
童
生
徒
の
人
間
関
係
の

変
化
や
生
活
実
態
の
把
握
に
努
め

迅
速
な
対
応
を
図
っ
て
お
り
、
学

校
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
教
育

相
談
、
保
護
者
面
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
中

に
黒
石
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

を
定
め
、
い
じ
め
根
絶
に
向
け
学

校
や
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⬘

「
黒
石
米
」
復
活
へ
の
試
み

に
つ
い
て
。

⬙

か
つ
て
良
質
米
と
し
て
有
名

だ
っ
た
「
黒
石
米
」
を
復
活
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
に
元
気
と

活
力
を
与
え
る
切
り
札
の
１
つ
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
寿
司

米
に
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ム

ツ
ニ
シ
キ
の
栽
培
に
取
り
組
む
な

ど
、「
黒
石
米
」の
ブ
ラ
ン
ド
確
立

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

⬘

健
康
都
市
宣
言
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
動
向
は
。

⬙

地
域
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
、
保
健
協
力
員
の
組
織
化
に
取

り
組
み
、
今
年
５
月
に
黒
石
市
保

健
協
力
員
会
が
立
ち
上
が
り
、
市

民
を
対
象
と
し
た
運
動
教
室
を
開

催
す
る
な
ど
事
業
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
促
進
と
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

意
識
を
広
く
普
及
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
黒
石
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⬘

黒
石
市
地
酒
に
よ
る
乾
杯
を

推
奨
す
る
条
例
制
定
後
の
浸
透
に

つ
い
て
。

⬙

市
内
各
種
団
体
の
懇
親
会
に

お
い
て
、
地
酒
で
乾
杯
す
る
姿
が

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
条

例
も
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
き
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

⬘

当
市
の
財
政
、
平
成
26
年
度

決
算
を
踏
ま
え
た
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
。
平
成
26
年
度
決
算
の
概

要
は
。
平
成
27
年
度
の
全
会
計
健

全
化
は
ど
う
見
込
ん
で
い
る
か
。

⬙

財
政
調
整
基
金
は
平
成
26
年

度
末
で
５
億
２
７
２
７
万
円
で
平

成
25
年
度
末
か
ら
７
４
０
７
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
実
質
公
債
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一般市一般市一般市


自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

今

大
介
議
員

（
一
括
方
式
）

新
政
会

三
上

廣
大
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

中
田

博
文
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

和
行
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

旧大黒デパート



費
比
率
は
22
・
４
㌫
と
高
止
ま
り

で
、
早
期
に
18
㌫
未
満
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
普
通
交

付
税
が
大
幅
に
減
少
し
、
経
常
収

支
比
率
が
１
０
０
・
８
㌫
と
な
り

財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

全
会
計
の
赤
字
解
消
は
病
院
を
除

い
て
目
途
が
つ
き
ま
し
た
。
病
院

は
従
来
の
計
画
以
上
の
資
金
不
足

の
発
生
が
避
け
ら
れ
ず
、
経
営
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⬘

平
成
28
年
度
以
降
に
想
定
さ

れ
る
大
型
事
業
に
学
校
の
適
正
配

置
、
給
食
、
市
役
所
庁
舎
、
市
民

文
化
会
館
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が

財
政
的
見
地
か
ら
実
現
性
は
。

⬙

財
政
運
営
計
画
で
は
平
成
31

年
度
ま
で
に
実
質
公
債
費
比
率
を

18
㌫
未
満
に
す
る
目
標
で
す
が
、

守
ら
れ
な
い
場
合
は
普
通
建
設
事

業
の
起
債
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
実
施
年
度
、

規
模
の
決
定
は
慎
重
に
検
討
し
ま

す
。
さ
ら
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

や
老
朽
化
し
た
既
存
施
設
へ
の
対

応
な
ど
考
慮
す
べ
き
要
素
も
多
く
、

現
段
階
で
明
言
は
で
き
ま
せ
ん
。

⬘

地
方
版
総
合
戦
略
に
つ
い
て
、

策
定
状
況
と
今
後
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

⬙

こ
れ
ま
で
の
有
識
者
の
皆
さ

ん
に
加
え
金
融
関
係
者
、
経
営
者
、

マ
ス
コ
ミ
の
皆
さ
ん
な
ど
、
活
発

な
意
見
交
換
を
進
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
、
議
員
全
員
協
議

会
を
経
て
更
な
る
検
討
を
重
ね
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た

上
で
平
成
27
年
度
中
に
決
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

活
用
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
し

て
は
ど
う
か
。

⬙

先
進
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、

自
主
財
源
に
乏
し
い
当
市
と
し
て

は
、
新
た
な
資
金
調
達
法
と
し
て

先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
調
査
研

究
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

⬘

18
歳
選
挙
権
に
つ
い
て
、
当

市
の
取
り
組
み
は
。

⬙

県
及
び
県
内
10
市
の
選
挙
管

理
委
員
会
と
情
報
共
有
し
な
が
ら

高
校
や
小
・
中
学
校
へ
の
選
挙
啓

発
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

⬘

市
民
文
化
会
館
一
部
再
開
に

つ
い
て
、
意
識
調
査
を
し
て
は
。

⬙

市
民
文
化
会
館
の
再
開
は
、

当
市
に
と
っ
て
の
重
要
課
題
で
す

の
で
、
一
部
再
開
に
向
け
て
の
情

報
発
信
を
含
め
、
市
の
イ
ベ
ン
ト

等
で
の
意
識
調
査
実
施
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

⬘

青
少
年
の
深
夜
外
出
の
制
限

の
法
的
規
制
と
、
対
策
、
取
り
組

み
は
。
風
営
法
改
正
の
影
響
は
。

⬙

青
少
年
の
深
夜
の
外
出
は
青

森
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
第
24

条
な
ど
で
規
制
さ
れ
て
お
り
、
市

青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員

が
巡
回
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

風
営
法
改
正
に
よ
り
要
件
が
緩
和

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
危
惧
し

て
い
ま
す
。

⬘

10
月
か
ら
番
号
通
知
が
開
始

さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
と
市
民
の
理
解
は
。

⬙

行
政
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

は
税
の
負
担
を
不
当
に
免
れ
る
こ

と
や
年
金
等
の
不
正
受
給
を
防
止

で
き
る
こ
と
で
す
。
市
民
に
と
っ

て
は
添
付
書
類
が
省
略
さ
れ
る
な

ど
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
、
利
便

性
が
向
上
し
ま
す
。
内
閣
府
の
調

査
で
は
、
ま
だ
制
度
内
容
を
知
ら

な
い
人
が
５
割
以
上
い
る
の
で
、

広
報
・
チ
ラ
シ
等
で
周
知
に
努
め

ま
す
。

⬘

カ
ラ
ス
対
策
の
現
状
は
。
個

体
数
の
減
少
の
取
り
組
み
は
。

⬙

毎
年
９
月
２
日
に
市
内
５
地

点
で
調
査
し
て
お
り
、
平
成
25
年

度
１
２
０
０
羽
、
26
年
度
１
２
４

１
羽
、
27
年
度
１
０
４
６
羽
と
横

ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
箱
わ
な

の
設
置
や
オ
オ
カ
ミ
の
糞ふ

ん
の
成
分

を
利
用
し
た
効
果
的
な
対
策
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

⬘

バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
産
業
化
促

進
事
業
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

⬙

バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
の
工
場
稼

働
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

度
末
か
ら
平
成
29
年
度
を
目
指
し

て
お
り
、
当
初
の
雇
用
数
は
約
15

人
、
生
産
量
は
１
日
５
㌧
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

⬘

黒
石
市
・
宮
古
市
姉
妹
都
市

締
結
50
周
年
に
向
け
た
取
り
組

み
は
。

⬙

姉
妹
都
市
を
締
結
し
て
半
世

紀
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
る
点
を

踏
ま
え
、
総
合
的
に
判
断
し
た
上

で
、
宮
古
市
と
協
議
し
な
が
ら
決

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

市
民
体
育
大
会
の
開
催
に
つ

い
て
。

⬙

市
で
は
今
年
２
月
「
健
康
都

市
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
「
一
市
民
一
ス
ポ
ー
ツ
」
の
普

及
を
掲
げ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
通
じ
て
健
康
増
進
と
市
民
相

互
の
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
10
月
に

は
10
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大

会
を
契
機
に
し
て
、
今
後
は
市
民

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
、
市
民
体
育

大
会
の
開
催
に
向
け
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

⬘

「
黒
石
米
」
ム
ツ
ニ
シ
キ
の

状
況
は
。

⬙

平
成
27
年
５
月
の
田
植
え
か

ら
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
順
調
に

生
育
し
て
お
り
、
９
月
20
日
前
後

の
収
穫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
試
食
会

や
食
味
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、

「
黒
石
米
」
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

黒 石 市 議 会 だ よ り（5）平成27年12月１日

ムツニシキ収穫の様子

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

俊
広
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
溝

雅
昭
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
久
保
朝
泰
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）



⬘

西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い

て
、
今
後
の
対
応
は
。

⬙

本
年
度
は
今
後
の
活
動
方
法

等
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
を
設
定

す
る
ほ
か
、
津
軽
南
市
町
村
選
出

県
議
会
議
員
の
皆
様
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
要
望
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
開
催
し
ま
し
た

西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
お
い
て
盛
り
上
が
っ
た
住
民

の
機
運
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に

も
、
市
議
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、

津
軽
一
円
は
も
と
よ
り
、
県
内
市

町
村
や
秋
田
県
北
の
市
町
村
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
建
設

の
必
要
性
を
訴
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

⬘

青
森
県
へ
の
重
点
要
望
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
反
応
が
あ
っ

た
の
か
。

⬙

県
担
当
者
と
の
打
合
せ
の
席

で
、
国
に
西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
建

設
を
認
め
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

青
森
県
と
関
係
市
町
村
が
協
力
し

て
ト
ン
ネ
ル
の
必
要
性
を
デ
ー
タ

化
し
て
訴
え
る
な
ど
の
方
法
を
考

え
る
な
ど
、
西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル

建
設
の
機
運
を
さ
ら
に
高
め
る
必

要
が
あ
る
と
の
助
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
市
と
し
ま
し
て
も
、
関

係
市
町
村
の
ほ
か
に
も
青
森
県
や

秋
田
県
と
連
携
し
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

就
任
１
年
余
の
今
、
市
長
が

考
え
る
当
市
の
未
来
図
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

⬙

先
人
の
築
き
上
げ
て
き
た
歴

史
と
足
元
を
見
つ
め
直
し
、
黒
石

の
良
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。
商
店
街
の
活

性
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
、
観
光

客
が
ゆ
っ
く
り
と
散
策
で
き
る
こ

と
が
黒
石
の
良
さ
で
あ
り
、
活
性

化
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
産
業

構
成
に
つ
い
て
は
、
１
次
産
業
を

基
盤
と
し
た
２
次
、
３
次
産
業
の

振
興
、
農
業
の
６
次
化
、
バ
イ
オ

マ
ス
産
業
、
植
物
工
場
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
等
に
取
り
組
み
、
市
民

が
元
気
に
笑
顔
で
働
け
る
環
境
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

⬘

学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

⬙

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加

え
、
学
力
調
査
の
結
果
分
析
、
課

題
解
決
に
向
け
た
改
善
策
立
案
、

各
校
と
の
情
報
共
有
な
ど
の
取
り

組
み
に
努
め
ま
す
。

⬘

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
は
。

⬙

定
期
的
に
黒
石
市
通
学
路
安

全
推
進
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

降
雪
時
の
安
全
確
保
に
も
万
全
を

期
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

学
校
給
食
の
実
施
方
式
を
決

定
す
る
の
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

中
学
校
給
食
を
考
え
る
余
地
は
な

い
の
か
。

⬙

財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら

検
討
し
、
平
成
28
年
10
月
ま
で
に

決
定
し
ま
す
。
中
学
校
給
食
は
小

学
校
の
完
全
給
食
実
現
後
、
検
討

し
ま
す
。

⬘

国
民
健
康
保
険
税
は
、
一
世

帯
・
一
人
当
た
り
と
も
に
県
内
10

市
中
２
位
と
高
い
。
平
成
27
年
度

末
で
基
金
残
高
４
億
３
千
万
円
程

と
見
込
ん
で
い
る
。
医
療
費
が
増

え
て
も
一
世
帯
当
た
り
１
万
円
の

引
き
下
げ
は
可
能
だ
。
ま
た
、
今

年
度
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
低
所
得

者
対
策
財
政
支
援
も
国
民
健
康
保

険
税
引
き
下
げ
に
活
用
し
て
は
。

⬙

国
民
健
康
保
険
税
収
入
の
減

収
や
医
療
費
の
増
高
な
ど
不
測
の

事
態
は
基
金
で
対
応
す
る
た
め
引

き
下
げ
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
低
所

得
者
対
策
財
政
支
援
は
当
市
に
３

千
万
円
程
増
収
と
な
る
見
込
み
で

す
が
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
少

と
医
療
費
の
増
加
傾
向
に
あ
り
、

す
ぐ
に
引
き
下
げ
に
は
つ
な
が
ら

な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

家
庭
ご
み
袋
収
入
は
経
費
等

を
引
い
て
も
３
千
万
円
ほ
ど
残
る
。

ご
み
袋
の
有
料
化
で
ご
み
排
出
量

削
減
は
一
定
度
進
ん
だ
が
、
県
内

で
20
番
目
で
あ
る
。
ご
み
袋
が
無

料
の
市
町
村
が
上
位
で
あ
る
こ
と

か
ら
啓
蒙
を
独
自
に
進
め
、
値
段

は
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
。
10
㍑

一
枚
15
円
は
、
こ
れ
ま
で
の
値
段

よ
り
比
率
が
高
く
、
ま
た
高
い
ご

み
袋
を
販
売
す
る
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
安
く
す
る
べ
き
で
は
。

⬙

減
量
化
を
継
続
す
る
た
め
に

も
、
ご
み
袋
の
値
下
げ
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
10
㍑
の
袋
は
こ
れ
ま

で
同
様
ご
み
処
理
費
用
の
２
割
程

度
の
転
嫁
と
い
う
こ
と
で
算
定
し

ま
し
た
。

黒 石 市 議 会 だ よ り 平成27年12月１日（6）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

村
上

啓
二
議
員

（
一
括
方
式
）

高
佑
会

髙
橋
美
紀
子
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

日
本
共
産
党

工
藤

禎
子
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

哀悼とお見舞い
９月18日に発生した黒石市立六郷小学校給食

用厨房爆発事故により、臨時給食員１人がお亡
くなりになり、児童、臨時給食員、臨時栄養士、
害虫駆除作業員の計７人が負傷しました。
尊い命が奪われる結果となり、痛恨の極みで

あります。
亡くなられた方の御冥福を衷心よりお祈り申

し上げますとともに、御遺族の皆様に心からお
悔やみを申し上げます。
また、被害にあわれました方々には心からお

見舞い申し上げますとともに、一日も早い御回
復をお祈り申し上げます。

黒石市議会議長 北 山 一 衛



黒 石 市 議 会 だ よ り（7）平成27年12月１日

【「水道事業」、「スポーツ都市宣言」について（赤穂市）】
赤穂市では、日本一安い水道料金を可能にしている工夫について研修しました。ま
た、スポーツ都市宣言については、「健康とスポーツを新機軸としたスポーツ先進都市」
を目指し、スポーツ活動の場と機会の充実を推進していくなどの説明を受けました。
【「美山かやぶきの里」について（南丹市）】
南丹市では、年間70万人もの観光客が訪れている美山町地区のかやぶきの里につい
ての取り組みをうかがいました。
【「人と防災未来センター」について（神戸市）】
神戸市では、阪神淡路大震災の教訓を残すために設置
された人と防災未来センターで研修を行い、東日本大震
災に生かされている教訓など防災に対する取り組みの重
要性を改めて実感しました。

自民・公明クラブ
村上 隆昭・中田 博文
工藤 俊広・大溝 雅昭
工藤 和行・大久保朝泰
今 大介・村上 啓二
北山 一衛

視察先
兵庫県赤穂市
京都府南丹市
兵庫県神戸市

（Ｈ27年10月13～15日）

●行政視察報告

（ ）

10月21・22日、北山一衛議長他14名が、宮古市を訪
問しました。山口宮古副市長や前川宮古市議会議長
他27名の宮古市議会議員の歓迎を受け、活発な意見交
換を行いました。
21日は東日本大震災から４年が経過した現在の田
老地区を視察。震災語り部ガイドの方から防潮堤の
上で説明を受け、改めて防災意識の必要性を認識しま
した。高台へ逃げるという気持ちが足りなかったこ
とで多くの犠牲者が出たという言葉が印象的でした。
その後、田老地区防災集団移転促進事業について視
察。平成28年３月末までに整備が終了するという移

転先にはすでに住宅が建ち始
め、着々と整備事業が進んで
いました。今回の交流会を通
して改めて、協力し合い、交流
を深めていきたいと強く感じ
ました。

黒石市・宮古市姉妹都市議会議員交流会

９月22日、京都市勧業館〝みやこめっせ〟で「日本
酒条例サミットin京都」が開催されました。
このイベントは、日本特有の酒文化を機軸に、和の
文化的価値を掘り下げ、各地域の力を引き出して大成
を目指すために行われ、全国の乾杯条例を制定してい
る109自治体の中から、35自治体が参加。
本市議会からは、北山議長がステージイベントに出
演し、よしもと芸人らと笑いを交えながら本市の地酒
などをＰＲしました。
会場には約3700人が訪れ、試飲ができる酒ブース
や、酒に合う料理が並ぶ飲食ブースに長蛇の列ができ
ていました。地元の物産等を
紹介する自治体ＰＲブースに
は、本市も開設。本県出身者
や馴染みのある人たちが訪れ、
懐かしい思いに浸っていました。

日本酒条例サミットで本市をＰＲ
11月６日、六郷小学校給食用厨房爆発事故に対する
議員全員協議会を議場で開催しました。この件に関
する議会への報告、協議は今回で２度目となります。
亡くなられた臨時給職員の方に対する哀悼の意を
込めた教育委員長のあいさつの後、教育長や教育部長
などからこれまでの経緯と被害に対する補償等につ
いて説明がありました。
原因については、警察や消防が調査中であるため、
市は、調査に全面的に協力していること、原因が明ら
かになっていない中での補償問題を弁護士と相談し
ながらできることをしていくとの説明でした。
議員からは、情報公開の要求や、長期化する原因究
明に対する懸念とともに補償問題の取り組みに対し
ての質問がされ、教育部長から原因にかかる質問には
調査中のため現在報告できていることが全てであり、
補償に関しても同様であるとの答弁がありました。
今後さらに議会としても取り組みを強化していきた
いと思います。

議員全員協議会の概要

８月22日の午後６時からスポカルイン黒石で、７回
目となる「議会報告会」を開催しました。
報告会では、始めに27年度予算等の報告を行い、続
いて市民の皆さんと意見を交換。意見交換では、酒祭
りやクラシックカー、こみせまつりなどの土日にかけ
て行う祭りや、ねぷた、よされなど長期間の祭りがあ
るが宿泊施設がなく停留ができない。宿泊施設があ
ればよされ横丁や街なかの活性化にもつながると思
う、との意見がだされ、その通りだ、経営が成立つか
という問題はあるが、髙樋市長は意欲的でさまざまア
イデアを持っており、ワンルーム型やアパート型など
に着目し観光協会と連携してやりたいと考えている
ようだということを説明。また、山形地区に民間経営
で、飲食物持ち込みで風呂と宿泊を安価に提供してい
る事例があることを紹介しました。
他にもたくさんのご意見を頂きました。これから
も、市民の皆さんには、議会、政治に関心を持ってい
ただけるよう努めますので、よろしくお願いします。

第７回「議会報告会」を開催
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な
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、
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よ
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。
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よ
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な
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、
開
か
れ
た

議
会
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目
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ま
い
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ま
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今
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の
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、
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ご
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経
済
建
設
常
任
委
員
会
（
大
溝

雅
昭
委
員
長
）
は
、
10
月
３
日
に

十
和
田
市
で
開
催
さ
れ
た
ま
ち
お

こ
し
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
Ｂ
-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
十
和
田
」
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
市

か
ら
参
加
し
た
「
黒
石
つ
ゆ
や
き

そ
ば
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
麺
恋
ジ
ャ
ー
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が
ど
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よ
う
に
黒
石
を
Ｐ
Ｒ
す
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の
か
も
併
せ
て
視
察
し
ま
し
た
。
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㿌
１
グ
ラ
ン
プ
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と
は
単
に

食
べ
物
を
競
う
コ
ン
テ
ス
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で
は

な
く
、
ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま
ち
お

こ
し
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

30
万
人
が
来
場
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。

十
和
田
市
で
は
地
元
の
中
学
生

が
、
ゴ
ミ
拾
い
や
案
内
係
り
、
並

び
の
代
行
な
ど
の
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ラ
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テ
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に
大
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し
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い
る
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見
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、

ホ
ス
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黒
石
つ
ゆ
や
き
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ば
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ｙ
麺
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、
県
内
か
ら
グ

ラ
ン
プ
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取
っ
て
い
な
い
団
体

と
し
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回
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と
な

り
、
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校
生
や
音
楽
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体
の
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力

な
ど
で
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し
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地
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Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は

大
き
な
効
果
が
あ
り
、
黒
石
に
は

つ
ゆ
や
き
そ
ば
と
い
う
名
物
が
あ
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す
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９
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す
で
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